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メンバーと主な活動内容

•附属小中高の教員＋大学の教員

•情報の共有，意見交換 （例 ： 中教審算数・数学ワーキンググ
ループ，日本学術会議数理科学委員会数学教育分科会など）

•各校からの具体的な実践事例，統計を学ぶ児童生徒
への共通認識

例：「カレーライス」から「相関レポート」へ（今週の部会にて）

•統計の指導内容の理解深化

•複数の校種で議論し，学習指導案を検討・実施



背景

本学及び附属学校園が同一キャンパス内

文部科学省の研究開発学校の指定

• 平成 9～12年度 小中連携

• 平成13～15年度 中高連携

• 平成17～19年度 幼小中連携型一貫カリキュラム

附属学校園と大学の共同プロジェクト

• 平成22～27年度 「合同研」「テーマ別部会」

→ 附属学校園連携研究の「今」へ



お茶の水女子大学附属学校園の取組

≪運営≫
附属学校園と大学との緊密な協議

自学・自主研究

≪研究≫
・連携研究（テーマ別部会）

・公開教育研究会・合同研修会（学内）

≪教育≫
・一貫性あるカリキュラムポリシー

・高大連携

・教育実習 ・教職課程

・学部・大学院インターンシップ

・副専攻（修士レベル化）

「自主・自律」
★新教科コミュニケーション・デザイ
ン科」開発
-協働的な課題解決を支える思考・判断・表現の

力を育てる授業づくり・ICTを活用した先駆的授業
（平成26～29年度 文科省指定）

・帰国生教育「多文化共生」「個に応じた教育」
・40年の歴史を持つ「自主研究」

附属中学校

「自主・自律」
★スーパーグローバルハイスクール

（平成26～30年度文科省指定）

・高大連携に基づく女性の能力開発
～高大連携特別教育プログラム

「教養基礎」 「附属高校生向け特別授業」
「選択基礎」 「高大連携特別入試」
「キャリアガイダンス」

・唯一の国立女子高等学校

附属高校

「自主協同」
★新教科「てつがく」科創設に向けての

研究開発 （平成27～30年度文科省指定）

★スーパー食育スクール
（平成26年度、27年度文科省指定）

・協力学年担当制と教科担任制
・低学年教育課程の研究開発
・栄養教諭教育実習

・教育実際指導研究会（公開）での研究成果の発信（参
加者2000名超。全国２位）

附属小学校

「主体的に考え行動する姿勢」
☆幼児期の非認知的な能力の発達をと
らえる研究－感性・表現の視点からー

（平成27年度 文科省委託・全附連）

・「探究力・活用力が発揮される生活」平成24～27年度

・日本最初の官立幼稚園（明治９年～）
・日本で最も長く発刊されている研究誌『幼児の教育』（フ
レーベル館）を制作（明治34年～）し今も発信中。

WEB版には世界から多くのアクセス
・公開保育研究会に全国から多数の参加

附属幼稚園

「オールお茶の水」体制
同一キャンパス・緊密な連携幼小連携研究

・合同研修会（地域）

・教育研究会等への講師派遣

・外部からの参観視察受入

≪社会貢献≫



我々の思いと取組

• データの分析やそれに基づく意思決定の重要性

•目的に応じてデータを収集し，分類・整理・分析す
ることで結論を得て意思決定につなげる力を，小
学校，中学校，高等学校の接続等に留意して伸ば
していきたい。

•附属学校として，現場の教員のために何か発信で
きないか・・・？



過去の実践を捉え直す
新たな実践に生かす

• すべての部会員の授業を部会で議論することは，
時間的に不可能

• いくつかの授業であっても，統計を学び続ける児童
生徒の在るべき姿や指導の留意点について，発達
段階等を踏まえて共通理解が深まれば，各自の授
業づくりに役立つ

そうだ，書籍で
発信しよう！

『「データの活用」の授業
～小中高の体系的指導で育
てる統計的問題解決力～』
お茶の水女子大学附属学校
園連携研究算数数学・部会
（編著），東洋館出版社.

2018年2月2刊行
（書籍紹介→）



書籍の構成
• はじめに

第１章 算数・数学教育における統計教育

• 算数・数学教育における統計教育

• 統計教育と数学的活動

• 統計教育と社会とのつながり

• 統計教育の授業づくりに向けて

• 小・中学校の統計の学習内容の一覧

第２章 学校種別データの活用の授業

[小学校]

• 幼稚園から小学校へ

• 小学校算数科の新しい内容

• 実践例１ 小１ なかまわけ

• 実践例２ 小２ 表とまるのグラフ

• 実践例３ 小３ 表と棒グラフ

• 実践例４ 小３ 様々なデータの活用

• 実践例５ 小４ 二次元表

• 実践例６ 小４ 棒グラフと折れ線グラフ

• 実践例７ 小５ 測定値の平均

• 実践例８ 小６ 柱状グラフと代表値

• コラム 総合的な学習と統計

[中学校]

• 小学校から中学校へ

• 中学校数学科の新しい内容

• 実践例９ 中１ 度数折れ線と相対度数

• 実践例１０ 中１ 累積度数

• 実践例１１ 中１ 相対度数と確率

• 実践例１２ 中２ 箱ひげ図

• 実践例１３ 中３ 標本調査

• コラム 総合的な学習と統計

[高等学校]

• 中学校から高等学校へ

• 実践例１４ 数学Ⅰ データの相関

• 実践例１５ 課題学習 統計的推測

• 高等学校から大学等へ

• コラム グローバル人材と統計教育

• おわりに
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事例10 中１ 累積度数

問題 2000円のお小遣いを
もらっている大介くん。統計を
使って，額が少な過ぎることを
親に訴えよう！



生徒の記述例については
書籍をご覧ください。



事例名 ： 「（内容）」 ～（活動）～

１ 学習のねらい

２ 教材名

３ 育てたい資質・能力

４ 授業の展開

（１）学習指導案

（２）学習活動例

５ 授業を振り返って

６ 異校種から見て

各事例のページの構成

（例えば，中学校の事例に対して）

■異校種から見て

本実践は小学校算数科の・・・が
基になり，生かされている。小学校
ではぜひ・・・したい。

附属小学校 ○○○○

高等学校の・・・の素地となる学
習といえる。・・・できるとなおよ
いであろう。その上に立ち，高校で
は・・・していく必要があろう。

附属高校 △△△△



•我々は，まだまだ発展途上。

•統計学や数学を専門とする大学教員を含めた一層
の連携・協働や，上記の実践を踏まえた理論構築
及びカリキュラム作成等へ

•新たな事例の開発

• ホームページの活用
（統計データ，ワークシート）

これからに向けて

少人数学級などでもPPDACが経験できるように…

「執筆者一覧」のページのQRコード



（ホームページの画像）



（ホームページの画像）



（ホームページの画像）



みなさんで
「データの活用」
の授業づくり

について，一緒に
考えてみませんか？

シンポジウムを
開催します。
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